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はじめに

食農総合研究所都市農村共生研究ユニットでは、2019 年 8 月 23 日にユニット参加教員ら 

10 名が白浜町の一般社団法人南紀州交流公社を訪問し現地交流会を開催した。 

南紀州交流公社では旧日置川町の時代から「大好き日置川の会」を設立し「ほんまもん体験」

に取り組み、白浜町に合併後の 2008 年（平成 20 年）から本格的に農家民泊（体験教育旅行）

の受入を開始している。その後も、「体験型観光と民泊のできる町」として多くの体験教育旅行

を受け入れ、最近、その取り組みは旧日置川町内にとどまらず周辺地域とも連携した新しい展

開をみせている。

現地交流会では、南紀州交流公社で事務局長として交流活動を支えてこられた佐本真志氏か

ら南紀州交流公社の取り組みについてご講演をいただき、その後参加者と意見交換を行った。

本資料はこの現地交流会でのご講演と意見交換の内容を活字化し発刊したものである。本資料

の内容が、都市農村交流による地域活性化、地域課題の解決に取り組まれている皆さまのご参

考になれば幸いである。

最後に、講演ならびに本資料の発刊を快くお引き受けいただいた佐本真志氏に厚く御礼申し

上げたい。

2020 年 2 月 

和歌山大学 食農総合研究所 辻 和良
（都市農村共生研究ユニットリーダー） 
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一 人  
 

 

 

の の と します。 はよろしくお いいたします。  

今、お話 いた 大 の と大 の経 効果の で 時のこ

とを思い出しました。 も「 をどのようにして したらいいのか」とか、「どうや

っていこうか」ということを しながら んでいた時 だったと思います。 時、

「どうしたら にこのような を してもら るのか」というところを とと

もに んでいた時でした。「 かける があったらいいのに」ということです。 験

観 で んなところから人にきて いたら、「どれだけの経 効果が に まれるのか」

というところを れば にも かけられる になるのではないか。人が来て「 と

いうお が最終 には いている」、「効果がある」という を に って ってから、

が 直したというところもありました。  

 

あの 時の は、もう し のなかにお で してもら る があれば、

に て か に できる可 があるということでした。 

 

時は、この に とかお を として いて、 の経 をということ

にすごく が っていました。もちろん「とれとれ 」に来て いてお い をして

ってもら ば、それでも にとっては だし、経 効果につながるのですが、

そうではなくて は「 の を」と 時思っていました。 

それで を作って、 に んにお ししてお を って くよう

な を作ったりしてきました。とにかくお を として き の につながるこ

とを ようといいながら、 んなことを みながらやってきました。あれから し

つ して りましたので、そのことを しばかり せて けたらと思います。1

時間 お話 せて いて、 でも ですので、 ければと思っています。 
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ご の方も多いかもしれませんが、 からの を せて きます。お の

のなかに「一 人 のあ み」 3 という が ってい

ますので、これもご きながら聞いて ければと思います。 

 

「 」という に せて いたのは 23 年です。「一 人」と

人 しています。このあ みの の方に「 23 年 4 1 に一 人

」と いています。 16 年に が まれてから 7 年後です。 

1 に、 ち がった として、「 の を ろう」と 一 でのまち く

り を し、 は「大 き の 」という で しています。「

を していこう」という の りです。 人 が 36 と が 13 と

いていますが、 や といった に って いて、この を作ったのが

16 年です。もちろんどの もそうですが、こういった は最 、

の に関わる が を たれて しました。  

18 年には と をすることになりました。 、この いにある

だけで を したのですが、 と したことにより、 しばかり

の き であったり、 の でのこの の ち といいますか、「重 」というと

ころがあまり わっていなくて、 16 年に した時は り がりがあったのに、

と してから「 し分かってもら ていないのではないのかな」、「あれ」と思っ

たのがこの時です。  

 

「 験 観 でやっていこう」というのは、 から ていました。その で

と したことによりち っとした のかけ いであったりとかいった しいことも

ありましたが、 としては、 に かけながらこの を ていくた に、

を作ったりして 間 で てきました。 

をご くだ い 2 。 、「ほんまもん 験」という で 験

観 に して てきました。60 らいの 験 ができる として、 にある

もの、「自 を かして」だとか「 を かして」、「 を歩いたり」だとか、「

の作 験ができる」というように、 を かした 、 、 の 験を て来

て こうということで みました。  

そして、2,000 、3,000 ないし 4,000 らいの 験 を き、3 時間の

を基 としました。しかし、お んが で「 」と来て、3 時間経てばこの

を れて くというところで、「すごく り がりにかける」というか、「 全 に

はしていない」と じたのが 時でした。その時に、もっと まってもらわないとお
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は ちないし、「 に が ってきて してきた、この 験 で人が ってきた、

という じにはならない」と るようになってきました。そこで、 を に

をはじ ようと たのが 20 年でした。 

ただ、「 をはじ よう」といっても、「 って だろう」という全くの 人から

ています。そこで、 時 1 の であった 飯 の方 として

と 、 の の 人で って に まってきました。 に こうで

せて いて、「 というのは か」ということを んできました。これが 1 大き

かったと思います。 に て いて、 けてもらった方 は に も ら 、その部

が でもなく、 の家 に まらせてもらったという だったのです。だから、

も にいいものを出すわけでもなく、お も の家のお だし。「なるほど、こ

れが なのだ」ということにみんなが いたのです。そして、「これだったらできるだ

ろう」という確 を って ってきたのが 1 大きかったと思います。  

 

それから、「これでやっていける」という自 がつきました。「 による での

」と わせて、「60 のほんまもん 験」ができる、 は、「 験 と ができる

」として り出していこうと て、それなりの も作りました。 

1 だったのは、来てもらうた には「 が間に り、来てもらうた の

もしてもらわなければいけない」ことです。人を んでもらうた に が間に

るとなると が になります。 の方になると、 は「 人」でないとい

けないということです。 んな があり、3 年かけて との を た に

人 をしました。その 人 にするのも りで、自 で を作って 人

って、 回も を れたことを思い出しました。それだけ は 作りで も分から

ないことを、 なところで聞いて てきました。 自 はあまり に ってやれてい

ない時 だったのですけれども、「すごいな」と思ったのは の です。 だった

ら「 うのが かしいな」ということでもどんどん人に聞いて、 んでいくもので

すから。今思 ばこうした 人 ができたのは、そういった「 の が かった」から

だと思います。 

 

 

これまで、 の歩みのお話を せて きました。今は 全 でこの

を っています。 は 、人 2 2 人 らいですけれども、この 験 観

を た は 3,300 人、もう し って 3,200 人 らいになっているかもしれま

せん。かなり人 が ってきています。 
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に して、 も がって大きくなったと思っています。その で、こ

の 験 観 をやっているのですけれども、この 2 にも っている

のですが、 はこの 4 年 らいで、「 くり」というのを ました。 が

している を した は、1 に っているのですが、す み も た

になっています。 をまたいで、す み に してもらいながら、 の の 験

は「これだけの で っています」と をしています。ですので、

くりを にもお いしながら、「 にやっているのだよ」という

ことを ながら、 と も きながら、ご も いています。 の ん

もこれからは の というよりは、「 をまたいででも して かないといけない」

といって いていますので なくこの を っています。 

 

 

は、お の 3、 4 のとおりです。 の ん

にある では、 が になっています。 から っと

で、 年 の 正の時も に れました。  

の 1 と、 が 2 で しています。 おこし が、 の と

して の方に れ、 から の方に するということで、大

から 60 の 年後にこちらに来られた方が 1 っています。 

を として、そこに いてなかったのですけれども、 が全部で 7 い

ます。そして、 が がってきていますので、 を に 10 人 らいおいて

います。 だけでは できない部分を、 も がったということで、

と しながらうまく回せるように をしています。 

り んでいることは、 にある つです。「 」と「ほんまもん 験」を核とし

て、 、大 、一 もそうですけれども、いわ る「 験 観 」による

を に け れをするということをやってきました。時には「一 のお んも

せた方がいいのではないか」、「 の方を れた方がいいのではないか」、「一

を け れる 作り」だったり、「一 の方も 験に来て くような を作ろう」

とか、 たこともありました。けれども、「とにかく でこの が になる

まで、 で っていこう」と のところは を れています。 

 

 

は、 に来て くた の であったり、 い わせに たりとか、

をしたりするのが です。 に けて く方 と、 の方や 験の の間
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に りながら、 の や、 の であったり、 な な

どを っています。「 が に来た時の け れ」といった んな で、 と が

をするた に間に るのが だと思っています。  

ここで大 なのが、 のような が 核になっていますので、

の の が がらないと、 け れが してこないということ

です。というのは、 が間に いり、 を するとなると、 が

って「きちっとしてくれなかった」とか、「 が かった」となれば、こういった

はす に れてしまいます。 にもいい が れ に「あそこにいったらあまり くな

かった」というと一 に になってしまうのがこの だと思っています。そうならな

いように、 は「きちんとした をしていくのが 1 大 だ」と、 年やって

いるなかで じています。 が をやりやすいように が をすることが大

なのです。1 の 話で最後まで を全部やってくれる、 の 間も けてき

っちりやってくれる にならないといけません。「 験の部分は で してくだ

い」とか、「 の方も に に してくだ い」というとすごく がります。

全てを で、一 、一 をすると、一つ すれば 、それが一

にとって で、 にことが みますので。 

も最 はそれができていなくて、1 に来て いた の方に、「このよう

な に人は れません」といわれました。「全 できていません」と 1 にいわれ

たのが正直なところで、それが しくて「どうすれば くなるのか」という いでやって

きました。「今はかなり も いて いて、多くの方に来て いている」というのが、こ

の 年かけてやってきた 果だと思っています。  

 

 

を に 験 観 、 観 に り んでいます。 をお けする

には、 との話もありましたが、 んなことで を ちながら、 みながら、

も きながら、今に っています。 

どの も れていると思うのですが、 け れをするには の安 安全、

、PTA の方 、保 の方 の安全の PR といいますか、安 を ってもらうた

の をかなりしてきました。まだ、 に も来てもら ないのに、保 の 、

や の を に いています 4 。 の も で 回

も きました 5 。 らに、 ですから、 の面で「このような にしま

し う」と かいところまで するた に、 に の方 を て の を

いました 6 。また、 験での を の方で をするた

、 の を も しました 7 。 
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時、「 回も するけど、全 お ん来ないじゃないか」といわれたのが、

21 年、22 年 だったと思います。「 回も じことをするの」といわれながら、この部

分をしっかりしておかないと 来てもらった時に、「 に が きて、

はもう来てもら なくなる」と じていましたから、とにかく 回も 回も しました。 

時にこの時に分かったのが、 に来てもらうた に して って

も、 に来るのは 2 年後になるということです。 もそうですが、今、 3 年

の子 が、 2 の を 3 の時に るのです。だから、 に 話がかかってき

て、「 21 年、来年、 来年の分の を」と ながらいくのです。「どおりです

来ないは だ」というのが分かって、その時にも が来たり、 に まったりし

ていましたから、「 2 年後には来るから」といいながら、 たのが 時だったと思

います。  

い を て に来てもらうようになった時に、 に れたというのが、

あると思います。 ば、 をしたり、 「 の の方とか、

の の方とかに来てもらって で 1 ってもらって、 をした」と

いったらおかしいのですけれども、そのような経験もしていましたから、 に

や で、いわ る で来てもらった時には、自 を って なく安

して け れができたのだと思います。それは も を ったからだと思っています。 

 

 

今 は を み として けています。「 についてのお い」

5 であったり「 の 」 6、7、8、9 という を けていま

す。これが、 が 年、 年かけて、 も ちながら作ってきた で を

けるた の の です。 

は、 の最 に「 しながら子供 と して しかった」と っても

らった時 が 10 年 でした。これだけ も全 で して んな で

まりますと、きちんと け れをしていないところで が きたという も

ってきます。それで はそのような になってはいけないので、 を重 てきま

した。にもかかわら 、「 は ないもの」とか、「 が きる」ということ

を、 が として っていたりします。 

「そんなことがないように」と、 きたことなども聞きながら、「こうやっていき

まし う」ということを、 し つ ていったのがこの です。 しいかもしれませ

んが、 は みんなに っています。「 は まない」とか、「

は の で わない」とか、 なことが いてあるのです。というのは「

に んでも大 じゃないの」と思っていたのが 10 年 。もし かあって、
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ち っと があったりして、そこで「お を んでいたから」といわれたら、すごく

い になるのです。 

は しいのですけれども、せっかく「 で の を」といいながらこの を

っているのに、ご けないお子 んであったり、保 んが に多くなってき

ました。だから、あんまり が分から 、 として、 も もなく をすると、

け としては、 しい思いをする もあるのもこの だと思います。「すごく子供ら

に してもらってよかった」と の もなくほとんどが終わっています。けれども、

なかには終わってから、ち っと な が きたりするようなこともあるのです。そ

うならないた の「 に を けるた の 」といいながらこれを

せてもらっています。 

全部は み ません。自 保 の 保 の確 などもそうですども。 面 とい

うものがあって、 んが に来て、 の で 家に るしかないのです。

んも になられて、「 の が 安だ」とか、「子供 んを せて るのが 安だ」と

いうのはわかるのですが、それをしないと しないのです。とにかく の 保

を っておいてくだ い。 による保 というのは としては る保 がないも

のですから。「もし かあった は 人の保 になります」というのは です。 しい

のですけれども、お いしながら ています。 

また、 などの SNS に、 に を せることができるので、これは

のおじい んやおばあ んではないのですが、 子 んが一緒に まわれていたら「今

はこのように子供 が来ています」といった じで しく ごしているところを

してしまったことにより、 や保 がみて、「 でうちの子が っているのですか」と

いった にも がります。だから「そのようなことは せないで い」と、「 家

だけのことにしておいてくだ い」といっています。とにかく しいことや変なことが

きてくるのがこの でもあるということを ながら ています。 

それからもう一つ、「お は に たせない」。これには です。「せっかく

来て、 を ってもらったのだから って ったらいいのでは」、「この

を って にしたら しかったから って りたい」。いっ い 験をして、

したから思うのです。 たちも ちはわかるのです。でも、 で に来て

いる り、その家はいいのかもしれないのですが、もし の家になった時に、その家は

の 験で ち りできるものがなかったとしたら。ですから、全 を ると「この家に

はあって、こっちはないのですか」ということも、子供たちが ってきて保 に った

ら「 じ を っているのに、な お がないの」とかいうことも こっていま

す。とにかく 験としてその で て終わり。「お を とした 験ではありません」

と するようにしています。  

そんなこと るのは しいですよ。でも を に けるた の、 を
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けるた の大 な部分でもあるのです。「全 で をあ て大 の方が関わってもらっ

てやっていくた には、大 な部分ではないか」という を て、こういった で

ています。 

が やっているのは、 の です。 家に ったら を

ていますので、 を 歩しながら、 を て「 まで っていきまし う」と

か、「歩いていきまし う」、「歩いていけなかったら だけでもして い」いう で

するようにしています。それは、 にとっても、PTA、保 んにとっても、

「こういうことを やっています」というで「安 して、 れます」といって いてい

る一つです。 

する時に りをして「この子がこの家に まります」という まで出すと、「も

し かあった 、どうするのですか」と 聞かれます。ですから、「この家はこちらに

しています。 はここです」と に けています。そうすると、安 してもら

るのです。 らに、このように「 面した後に、 まで っています」とい ば

らに安 してもら ます。こういった「安 安全の け れ くり」というのも大

になっています。 

あとはこういった や を っているということが、後ろに

っています。 7 も の面であったり、「 に をつけまし う」

9 であったり、「 の時の の面」 8 など、 っています。 は

しいのです。 

か ってもらうと、「 ましくない 、 、 、

」 8 と いています。「 では、このようなものを出 ないように」という

で いています。  

「 でいつも ているようなものをわざわざここに来て なくてもいいでし

う」という です。「ここに をしに来ているのか」というと、「 の を った、

の しいものを る。それは なものでなくても、 の ら、 の け、

の 、いわ る 、 とかです。 ながらのおじい ん、おばあ んと一緒に作

って たようなものを、 と一緒に作って まし う」ということです。これが

験 観 の一つです。これらを作ることを一緒にすることによって、「 しながら作るの

ですから、これも 験の一つです」と、 は で ています。これは全

の んなところで れていますし、 でも れていると思います。 

も 10 年間かけてこれをやってきましたが、なかなか しいものです。全ての

が を り、 するというのは しい。 回で った時によくみるのですが、「これ

は だ」というようなことが あります。「 なんか出 なくていいでし う」と

いうと、「子供らは いのだから をつけなくてはいけない。だから、 を なくてはい

けない」いうのです。だけど「 が います」とみつけたらいいながら、 、 を

- 8 -



-9- 
 

ら ないように、「 のた にこの子供 に で、わざわざ来てもらっているのか」、

「こういう面からも て こう」と われる らいに っ くいっています。 

 

はどうですか。  

 

いわ る 、お を ってきてみんなで しもうというのではなくて、

の だとか、うな だとか、 の を きに で こうというのは大 なのです

けれども、 の のように「お を いて、 を いてとい

うだけでは です」といっています。自分の子供がわざわざ にいるのに、「 は

だった」ときいて「 だった」では、「 をしに っているのかな」と思って

しまう部分があります。「ご のものを、ご の を一緒に、作って って来ること

が、 である」という は ら ないようにしようと ています。 

 

 

このようにこと かい部分を していけばいっ いあるのですが、こういったことを

年かけて「 のみな んも、 をして をしていって しい」という

で は にこのようにやっています。もちろん、「こうやって お いします」とい

っても、 もそうなのですけれども、 しいところを に くと、このような

をみせると けてくれません。このように大変な だったら「 けられない」と

いわれます。ですので、 からこれを出 に、優しい から出していって、1 回

けてみて、「大 だ」と思ったら、2 回 、3 回 になった時に、そろそろ「このよう

な も って い」といって すようにしています。自ら けたいから ける

という方はいなくて、こちらからお いに って「このような でこのようなことをや

っているのですが、お いできませんか」といって してもらって、「こういったことを

って い」といっています。 をするのは大変 しいです。 

「 やってくだ い」、「 の方だったら でもいいのですよ」と に せたり、

聞に を出せば、「うちもやってみたい」という家も出てくると思います。そこで し

いのは、 な話なのですが、「あの家大 かな」とか、「あの方 に大 かな」と

思う方が には正直あるのです。そういう方が「 もやらして しい。いくらもら る

のか」と、「 が れていてお けだけで、子供たちを っておいたり」とか、「

を ら やられてしまう」ということがあると、全 が れてしまいます。その

1 のた に っている りの 100 に がかかるのですから、 方も 重に、

かもしれませんが、「あの方だったら いているのではないか」というところから し
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ています。「1 回やってもらって かった」となったらそこからまた、「 いている方はい

ませんか」といって ていきます。とにかく、 を んで、時間をかけてこの を

してもらって けてもら そうな方に んを てきたというのが、今までの歩み

です。  

この のおじ んやおば んだったら、 もどのような方かわかるので に「

いている」、「 いていない」も分かります。しかし、これが ほど しました に

なって の を れてしまうと全 分からなくなります。それで 1 は、

の方などにお いをして けてもらって、「このような に いている人はいませんか」

というように、 や の 、 んなどに きながら てき

ました。  

でいうと、 の で 100 あった時 が、もう 7 年 です。 、

だけではおそらく 65 らいだと思います。かなり りました。 、 をして

いている方からも「 で たことだから、もっと で を やしてほしい」、

「まだまだ で れるのではないのか」とよくいわれます。でも は となる

のできるという方 の家は全部回りました。「今はおばあ んの をしているから」

と 1 回 られても、 年後に、「おばあ んが くなったからどうかな」と ですけど

りの をみながら 回も っています。ですから、 の家はもうなくて、 る

ばかりで ることはないと思っています。このまま れていくよりは、「 に てい

こう」ということで、 の多い くりをしました。まだ、可 のある

はいっ いあると思います。他の で ていきながら、 は 200 らいまで

を やそうと思っています。 

他の に れば、最 「お は だ」と思われていましたが、 回も っていれば、

みたいにだんだん もわかってきてもら るので、「 のおば んも あるから

ってみたら」といわれて、 に がりもできてきたと思っています。 

 

 

このように つにしても、 重に てきました。 

これから のことから れて、「ほんまもん 験」のことを します。 た

は 60 といっていましたけれども、 は 40 らいに らしています。ある

多くても、 れる 験が まってきたものですから、人 のある 験を して し

ています。  

験としては、後に をみて ければいっ い っています

8 。 を った、「 を歩く 験」、「 験」、「

験」、「 り 験」、「 り」などです。 を いて を
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して 験 を っています。 を れて 1 、 と 後で「ほんまもん 験」を

んでいる もあります。 と 験 は にしているのは、 たちの だと思

います。  

では「 」、「こんにゃく作り」、「 のたたき 験」などを していま

す 9 。 がいないとできないことですから全ては人です。

や も になります。 験 せるには、 に大変な部分が多いのですが、みな ん、

一 やってもらっていると思います。  

 

 

「 」の話に ります。これは という、ここから し に ったとこ

ろにある の です。 は んでいるのですけれども、 の 10

や 11 には、 が多いものですから、 を して いています。これ

は 270 人 らいの から来た だと思います 10 。 の んが

70 んで、こうして全 が一緒に 面 というのを います。 ほど しあ たとお

り、 面 を いあい つを わした後、それ れの で 4 人 つ らい れて家に っ

てもらいます。 方は「 ったら終わった。後は できます」と いいます。「

だと大変です。 まで、 で 回ったり、出て かないようにしなければなりません」

といいます。  

に 4 人 つ れて らない人のところ ったら、おとなしくしていますから、

方も安 していると思います。 ですから一緒に を作ったり、 をした

り、とにかく 験 ですから 家で、「 もしないで だけみて ごした」、「自分

たちだけで部 にいた」、「お んやお んとあまり しなかった」ということがな

いように、「 い で するような 験をしてくだ い」といっています。 作りも

そうですけれども、 を た後も、このような し を作ったり、 も一緒に い

たりだとか、 んなことを一緒にするようにしています 11、12、13 。 

んも て けた方 がいうのは、 回一緒です。「お の時間が くって

った」とか、「 の子 4 人も けたら 2 時間もお に られた」と いいます。だか

ら、 にも っているのですが、「1 時間で 4 人 って 」と にい

って、 に子供たちを しないといけません。 

についていうと、 に関ることもあります。 の は、 と

いうことが多いのですが、 は っています。 ばかり って しようと

しない。それも「はじ に って い」といっています。 んから「あなたは し

に来たの」、「 はいつでもできるけど、この の経験は今しかできないよ」と、

「だから、 験もいっ いあるから、 いといて」と。「 う時は っていいよと うから、
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それは を って」というと、 子供たちは して、 験すると しいから、

あまり の方を らなくなります。「きちんと った方がいい」ということを

にも くようになりました。  

の家も をするのです。うちのお んは「 」とはじ に「 を いて

おきな い」といいます。「 しておいてもいいからここに いておきな い」、「 の時

間に今 ってもいいよ」といっています。そうしないと「 が こるか」といったら、子

供たちは「 験はこれが しい」、「ご飯作っています」、「 はこのようなのです」とか

るのです。それを で に ります。「今、うちではこのようなことをやっ

ています」とか、「ご飯作っています」といって、それだけだったらいいのですけれども、

「あそこの家の方がご飯が 」とか、「あそこの家の方が 」とか、なってくるのです。

自分が まっている が 1 と思っているのに、「あちらの家の方が かったのではな

いか」といったように変なことが きるのです。他のことを ら に、その家のお 話に

なったらその家が 1 だと思って るのです。自分の が 1 と思っているのと一緒です。 

他のところはよくみ るのです。 でみると らい にみ る時があるのです。そ

れを んから をいってくるのです。「 では もの、 がいいのとちがう

のか」と。「そのような なものを出 なくていい」という ではないのか。ものご

く だった」と。「それはあの方が です。 をします」というしかありませ

ん。「みんなが を ることによって、この は するのです」というようにもっ

ていかないと、「 でもいいから をして、子供を かる」となると らくこういった

が後で こってきます。これは だと っ くいうのはそういう もあり

ます。  

とは が いのです。 の は 方に に って っていく で

す。 たちがそれをやってしまうと け れが ってしまうだろうと思います。 は

ですから、 で 1 かり 験をしています。 験 にほんまもん 験を ん

でもらうことも としてはあります。 では作 験といっていますが、それはき

てもらった から 1 して、 には 2 して 3 の に るという もあります。 

方は です。 けたら、 は りまで に わないのです。 もそれで

いいのです。 が 回に ったら、せっかくの んとの の時間でいい を

作っているところに、「 がきた。 られる」というようなことになるのです。「きちん

とやっているか」というようなことをいわれると、 に に って し が してし

まいます。せっかくだったら「安 して けて、最後まで んとの を せてあ

たら」と たちもいっています。 

 

作 は から を ことができるのですか。 
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よく聞かれるのです。「 の観 験は 1 をするのですか」と いわれます。

「 ができるかを全部いって しい」といわれました。それは です。「 するた の

験」で、みんなが じものをできるわけではないのです。その家の方の なものを

に を んでやってもらっています。1 だったら はこれを、お ご飯は

一緒に作って、 からはこれをします。間で 歩や 、 回りであったりとか。

の時間で か作り をしましたとか。「 もしないで をみて ごした」とか、「子

供 だけで をした」とかいうのは です。自分の なものを てやって

くだ い。「時間をかけて っくり しながらやってくだ い。それも い で」とい

うのが基 です。 

それが分かってもら なくて、たまに、「 家に まりたいのです」とか、「 家の家で

ないと なのです」とか。それなら「もう来ないでくだ い」といいます。そんなこと

は あり ませんから、これだけ 1 が して の の方では 家を 人

がいなくて、「そのような を って聞けばいいのではないですか。それも で

す。 を変 てもらわないと です」とお いして してもらうようにしてい

ます。「あのようなことができます」、「このようなこともできます」と になってくると

「お いしたのにやってくれなかった」となって につながってきます。 に、

きて く には に をして、「 をもってきてもらわないと ります」とい

っています。それは子供 の でする話で、子供 にも を分かってもらって

の であったり、きちんとこういった を出しますから、「 をしてきて

くだ い」といいます。そういうと、 も 面 な 子 の 、 に来てこうやっ

て話した後で ってから「家 の を やして、 う してきました」と、「 子

で に って て なかったら かしいから、だい やってきました」と

いっていました。 にとったら、「 は ないものになっていますから、 では た

せません」でした。「 ではそれが 験です」というから、「できるようにしてきました」

といっていました。これもいい効果が出ていると思います。 

 

今おっしゃっているような とのやりとりは、 来ですと の 部

が間に ってやりとりするのではないですか。 に とのやりとりはしない

です 。 がこちらの の思いを て けていないのですか。 

 

はっきりいうと、 は の思いや を には ていません。 方は

に来ます。 に に来る時に、 はそれに しますので、 を れてここ

の や思いを て、「それが です」と に分かってもらうようにしています。
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は の を に重 しています。今の時 に大変多いのです。 みと みし

か 方は けないので、 も多いのです。 

 

その の に たつもりでも、とんでもない がありますか。 

 

あります。それは「 の が い」とか、「きっちり わっていなかった」とか

です。「 からそのようなこと聞いていない」と、も はじ たことがありました。 話

がかかってきて「子供 がご飯を作らないといけないのですか」といっていることがあっ

たりしました。それは「もともとの の です」、「 で や の

ように がしくれるのではありません」というところからわかっていなかったのです。

の にもよりますが、「子どもたちにどのように せてあ たいという思いが

の方になかったらいいものができない」と じています。 

 

っと いている は、 の間できちんと わっていっているのですか。 

 

10 年 けて来ているところもあります。 が多いのですけれども、 は に って

もらって がわかってもらうと、 く くのです。 

ただ、一 の 、 となると、9 年間 た の になるので、 っ

てくるのは 9 年後になるのです。 の 、 はしっかりしているので 年の

をみながら、 としての を っていますから、そういった はしても

らっているのですけれども、 はわからないので、 回も に来ます。その年の

や の が 年 に来るのです。 らしいと思います。  

 

家ですることが うというのは分かるのですが、その については としては

を れないのですか。 

 

今のところできていません。いっ いするところと しだけしかしないところで があ

るのは確かです。「 、この時間で かをしな い」というのでなくて、 んにお せ

しています。  

 

その 家が自 に作った が を うかどうかといった はしていますか。 
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今のところそういうことはしていません。だいたい 時から 時までこのようなことを

して、この時間にお ご飯をとって、 からはこのようなことをします、という を

に出してもらおうという も出ています。 

 

によって作 を全部変 ないといけないので、そのようにきっちりとはできま

せん 。 

 

そうです。それを せしてしまうと、おっしゃるとおり、 もそうですし、 にお

んに できたのでお んが 話をしないといけないとか、 んなことがあるから、

に これしますと こうにいってしまっても、できなかったらまた というとこ

ろで、とにかくお せして、「できることを、子供 と一緒にやってくだ い」といってい

ます。 

 

ん、安 では に を 回出してもらっているのですか。 

 

の の 、 回することが多いので 回出してもらっていました。

をみながら、今どこの にいるとか、 をしているのかということを していました。

また、それが 験 の になっていました。  

 

ただ、あまりにも 直 するのではなく、 をきかせないといけないこともあると思

います。 

 

「 に して 出して い」とい ばいいのかもしれません。 1 回 つ け

れたり、 して け れて しようと思うと、「お せになっているのも いな」と

思うのです。もう 1 歩 するとしたら、 らくそうする きだと思います。  

 

は だと思うのです。 

 

もちろんそうです。子供も あります。たまたま来た 4 人の子供が全 話 ない子で
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あったり、 らくやんちゃな子であったり、といったように あるのです。それに わ

せてせっかく していたのですが、全 な そうだからこっちに変 たとか、

が そうだったから でこのようなことをしたといったように、 出てくる

と思うのです。おっしゃるとおり 変に をきかせてもらって、1 は 、

い で しながら話をしてもらうのが 1 です。「 するた の 験である」と

いう 方をするしかないのです。 

「この家はきちんとやっているのかな」とか、「このおばちゃん大 かな」と の

では 安な家もあるのです。でも、 回お れする時に子供たちが泣く家があるのです。

に時間を て「あれやる 、これやる 」とやっているという家に って、 らっ

と っていったりします。 の 方など んなところで う部分が出てくるのです。「こ

の 験をしたから かった」ではなくて、人と人との の でお いに がかよったら、

に もしなくても、「おばちゃんありがとう」といって るのだろうと思います。「それ

をいきなりはできない」と思うので、「 験や をとおしてしっかりやってくだ い」と

いうようにしています。 

 

 

こういった 験観 で をする が で ってきています。こういった

お れ 14 を で うことが多いのです。 った は、 に

なった の をお りしたり、 をお りしてする もあります。  

最 JR を って ることが多くなっています。  

「 で大 から っ ってきませんか」と 6 年 に JR ったのです。「

という 人 に て、 しますよ」といったら、「そんな なことはできません」

といいました。あれから 6 年後、もう 1 回話を っていったら、これだけ 聞に ったり、

で り がっているのをみていたので、 んが「1 回 を作ったらあとが く」

といって、 に 1 いてくれたのです。 大 を 10 時 45 分 、1 時 13 分 で

に たのですが、 が く 6 の 1 と 6 は からはみ出して、 ま

らないのです。 りるときはこうやって から りたらいいのです。 の方も り が

って、 人 でその時間に は っていませんから、全 で出 て、全 で りで

きたのです。 も らく に って きました。 で、 人 に てくれる

もあります。その後も できて、 年 5、6 らいやっています 10 。 

 

これは の で来るのですか。  
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り があったりします。 を うよりも、 、 大 り で

きに ったら、 らく を うより安くなると思います。 で来て、

に けてしま ば、最終 に に まって じ で大 に ります。 に ま

って USJ を れても、4 間 なしで くとものすごいお が安く みます。 がな

くてもこれを ってくると、7 でも 3 4 で したものができるということで、

お のない は、よく にのってくれています。 もしやすいし、 もついて

いるし、 で れることがなくて。ただ いのは、 はよく まるのです。ち

っと大 が ったら まって、 の まで して から くといったようなこと

がた た あります。 年も、320 の で、 の直 にあって ったことがあ

りました。JR から 話がかかってきて、「もう を ます」というから、「 して

くだ い」といったら、すごい に して いて、 が についた後す

に ました。320 が来れなくなったら大変です。大 から も ですから。  

 

 

そのようなことも ありながら、この は しく、10 年間も いていると

も きてくるので、 の方も しいことを り んでいかないといけないのです。

しながら てやっています。  

験で、こういった安全 をとっていますという 15、 11 を

作っています。 は、「 験 に きたら、 はここに ます」、「こういった

で を歩いています。 ここです」といった 験ごとに を作って、安 して

きてもら るようにしています。 に を けて く方 にも「 に

かあった は、このようにします」と を いています。 に安 安全な け

れ くりが うようにしています。でも、 かあった の

16 も作っています。 090-0000-0000 は の 話 です。 んにも、「と

にかく かあったら 話 い」といっていますから、 ての方からよくかかってきま

す。「ち っとしんどい」といっている、「 を ってみたら 37 ある」と。「自分の子供

が 37 だったらどうしますか、ち っと んでおきな いといって、 ませるでし う」

といった話をします。 な ちはわかるので、 話を くようにしています。 

というのが大 にはなってくると思います。 には かあった 、どこ

きますというのもきっちり しています。ほとんどは はま う や に

くようにしています。 

そういった は の方がしなくてはいけないので、 けている間は、 の

1 時 らいまでは、 かあったらいけないと思って きて 話を っています。 も く

きて、 しているので、 になるのです。 
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として に いているのは 29 年 までです 17 。 し つ

てきて、人 としては 5,000 人を し る らいの 人 になってきました。

としても 4,000 人を てきました。今年は 5,000 人に すると思っています。 り

としては、 という によるのですけど、1 人が 1 回 験してもらったら 1

ですし、 してもらったら 1 です。 9,000 い り いがあって、

7,000 から年によっては 8,000 い り になってきました。 から

であるので けてくれている方 、 の方 の を 1 に ています。

の としては、 んな 験によって うのですが、15 らいの で をし

ようとしています。それ の 6,000 くは、他 から ってきたお がみな んの

方に、この に ちています。これほど分かりやすい経 効果はないと思っています。 

 

7,000 の り の には 家に す分も っていますか。 

 

に する です。 では「他 で を わないように」といってい

ます。 を ける時でも「 でお を ったり、 うにしても の や

を って い」といいますから、「他 から来たお は自分たちのところで回しまし う。

それが経 効果です」と、 としての を ら ないようにお いしていま

す。 

 

 

今後の の のた に「 人 の 大」を からの として 験

に り んでいます 18 。 てきた は しているからだと思います。

けてくれる方 、来てもらった方 に「 かった」といってもらう をしているから、

につながり てきているのだと思います。それをおごら けるということと

です。どれだけ を ま ておくか、どれだけ と しくなるかが大 で

す。 は とりでやっています。 いた時間に、とにかく時間あったら回っています。

いわ る 部の というのがありますから、大 の JTB でも、 で

も、 んな んの にも、 を たれていますから、そこに に を

んでいます。 の方は が多いので、 にまで いかけて って、「また、

してもら ませんか」というような の 方をしています。 の にお
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もかかりますが、これをしなくなったら、お んは なくなってくると思います。  

あとは、 から し ている くりだと思います。これももっと

して、今年の は、1 300 人の を 2 け れる くりはしようと思ってい

ます。 をしましたから、す み で 200 人の 1 を けながら、こっちは

と 、 の方で 300 人の けるといったようにです。1 500 人でも 600

人でも け れを 時にできる を作れば、 らく の り の 3 になってくる

と思います。そうすれば を る になってきます。そこまでいくと の

も、安 してくるだろうと思います。 

でも しましたが の重 です。 が しやすいように、

また安全に を け れる くりをするには の重 は いと

思っています。  

それから、 の 来 の確保です。 らくどの も に ているのが、

だと思います。 たちの もそうです。 の に しつ れています。6 年 に

100 あった が で 40 ほどに ってきました。そして、最 に り んだ家

がなくなっているという はどの にもあると思います。10 年 に り んで いた

方 は 10 年 60 だったのが 70 、70 だった方が 80 になってきました。 しい

ことに、 て きながら、 して一緒にやってきたおじい んやおばあ んが

くなり ています。 けてもらった、 験をやってもらったおばあ んが くなっ

てしまったとか、そのような しいことばかりになってきているのです。このようなこと

ばかりいっているのではなくて、「 しい い を てていかないといけない」というのも

今後の になってくると思います。  

 

I の人を け れるということはないのですか。 

 

は や もいっています。 も ちは いのですけれども、 き家の や

の というところが は いと思います。もっと に をいれてもらって、

I に来てもらい き家も しながら をしてもらうという方 に がっていけ

ばいいのにと思うのです。 

 

それこそ の経験 に、ここに全て で ていますからということで。

に する いと一 のお んとは いますが、基 はどっちもおもてなしだか

ら、やっていけるような がします。  
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これが すれば に がると思います。I に来てもらって、 き家を

して、60 である も も とりのある方 がこういった に関わって くの

が 1 いいと思うのです。このようなこともできる だったら面 いと、 ってもら

るかも れない。その の や け は、 には しい部分があるので、 にお

いしたい。 がこの と を て を れる きだと思います。  

それから、 の の 一 を、 ほど にも いていました。とにかく

、 、 、安全 です。基 には を全 が り、「きちんとしたこの に

あり」といわれる らいまでになって こうと思ったら、 をきちんと っ

ていかないといけないと思っています。 っ くいうことをこれからも けていこうと

思っています。  

験 の というのは、 のこれだけ 子が った は珍しいので、

もっと 験 の や、 しい 験 を れていくことです。 しい を か

ないと 10 年 けてきたので きられてくると思っています。  

を と とありますが、 の確保と の 、 くりと いてあ

ります。 である は、こういった にもっと れようかとか、 て り

んでいこうという きはあまりありません。 の 確保も 6 年 、7 年 した

時がありました。「人 に る がないのか、と んな を して き

の に てた」という時 が っとありました。 年、お を確保するのに大変な思

いをして、重 な部分にあまり 間を けられなかった時 もあるのです。でも 5 年 ら

い から「 来、 がしなければいけない を にやって いて

いる」と に をして きました。そこで「 として年間これだけの

お をつけるので して い」というようになりました。ですので、年間 800

いお を から のお を んで安 して けるようになりました。これをある 人

てながら、 り 7,000 の 15%分で を っています。今は とかこ

の人 でやってけるのです。それで、他にも を るようになってきたと思います。  

もここまできたのだったら、出 の があってもいいのではないかと思いながら、

んな も て に かけています。 を すれば、 という

が 来する き の であったり、 で い で関われますから、 に

とってすごくいい だと思います。 をもっと ていって しいと思います。  

最後に、「 の と の 」です。 

「 も まり これが の 」と いています。これは「 を り、

きちんとしたことやっていこう」と思うと、ごく にこの に まれている方の ま

りでは、 んなことが きます。 のいい人、 い人、あの人がどうだ、こうだとか、人

の みや み、 、といったそのようなことばかりが ででます。 の人がいっ

い まってするには しいところが 出てきます。でも、それを たらすごくいいも
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のができると思うのです。そのようなことばっかりいっているのではなくて、 にみん

なでこの を とかしていこうという思いになった時が、この は する時だと思

います。だから を して、 まってくることを に は がけ、 んと い

で関わりながら思いを ています。 

今 、 に もいないのは、 は回らせているのです。1 1 、今後の け れ

について回るのです。「今 、 に 7 らい けてくれませんか」と を って

って、「こういうのどうですか」と を全部 しながら、1 1 回るのです。

い でその人の とか いながら、家の もみながら「どうかな」とお話しする

ことによって、 のことも して けますし、それが の まりになってくると思

います。  

に で、「今 こういうのが来ます。 けてもら ますか」、「はい、 けます」、

「では、 まってくだ い」というだけでは、 し い になってしまうと思

います。 も をやっているからには、 んとの を ないといけませ

ん。だから 1 回 なかったら に くようにします。「 くまでご 」といっても

ら たら、それはある こうも「 しないといけない」、「 らも らないといけ

ない」という思いになってもら ていると思いながら いています。また、 をしてい

るつもりです。  

にここの が出ていて、「いくらで 2 という思いでこの に来

ても かない」と、はっきり面 に来た時にいいます。 に 方で思いがあって、

このようなことが きで がなかったら、この は かないということです。 は

とか 3 人 しています。 も しいのですが、 の思いが れてくると全 にお

かしくなってしまうと思っています。こうした思いを も てできるようにと がけ

ながら、 の かけもそうですけれども、 の することを 1 に みながら

に してやっていきたいと思います。 

最後に、 は から で、 が り がればいいと思ってやってきました。

10 年間、15 年間、こうして に わっていると、みな ん、今の子供 のことを

話 るのです。「来てもらった子供 が、これでいいのかな」とか、「この子供 がもっ

とこうなった方がいいのではないか」とか、 な で。80 になるおばあ んが、

「この間来た子が、このようなこといっていたし、このようなことをしたけど、あの子も

こうしてあ た方がいいと思う」と子供のことを思って話に来ます。 に わるように

なったから になって、 果として思いも わり かったと思います。 ほどもいって

いましたけれども、 の かい を らくみんな っていると思います。「せっかく来

てもらったのだから、 かしてあ たい」という優しい をもっている だからこそ、

この に いているのではないのかと思います 

この や人 を大 にしてこれからも けていくことで、 に したこと
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が正 だったという時が来るのではないかと思います。  

、 が今の り みについての を せて きました。 
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けて 、 を っていきたいと思います。

 

 

んがおっしゃったように、この の を るのは、 の たち んた

ちを け れる 家 んがどういう で けてくれるかというところが全てだという

がしました。それは の っている や をどれだけ してくれているか

ということです。 んなやり方があると思うのです。 ば、 んは安

の を っとやってきたので、 ほど聞いたように、安 では

の り んでいるところを て、 んなことを 家にしてもらっていて、そして

家 ん けの が に多いのです。 が う であるとか、 や の が多

くて、その に 家が することによって、「今どのような で、どのような が

に いているのか」、 に「どういった しいことに しなければいけないか」といっ

たことが に れるのが つです。もう つは、 んがおっしゃっていた

ように、 んが に 家 んに回って。 はこの 2 に飯 ってきたところ

なのです。飯 の 観 がやっているのは、 、 に

を いて、その人たちの の 家 んの を したものを が していく

というやり方です。一方で、 観 の んも 家 んの家まで んな が

あったら て っています。どのようにして「 け れ 家のいわ る な部分を

保していくのがいいか」ということです。これはどう ていますか。  

 

安 の方が れているように、きちんとした を出してもらって、こちらも

してということができたら、「このようなことができます」、「あのようなこともできます」

と きに できると思うのです。来てもらう方に「この はこのようなことができま

す」と。 観 の んのところも、 に「このような家です」、「このよう

なことができます」といったことを出しているのです。そういうことを もする きだ

とは思うのですが、 するには も んを いていますが、その方 をま

せて、もう し に って を していくところから り まないと、

の ない人 ではそこまで しようとすると だと じています。なので、

を 部の くりからすることが一 いいのではないかと思っています。  
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というのはす み まで がった時に作られたのですか。  

 

そうです  

 

そこが だと思っています。 家 は だけでは 100 から 65 に し

た。それが 130 確保できているのは、す み との といっていました。

、どういう人に けて しいかという話です 。そこの思いがきちんと を じ

て 家に わっていかないと、 だけでするには があります。 

 

です。 も の だと思っています。安 や のような く

りをしていきたいと を作ったのです。 の回りきれない部分であったり、

の一部を におまかせして、その の で してもら る になってほしい

と。 が 1 1 回らなくても が となってその をまと てもらうよう

な を作っていくことで、 につながっていくと思っています。そういったことがで

きれば、 で に するいうことを出してできるかもしれないのですけれど、この

のまま が全て回っていたら、 らく でききれない。  

 

はどのような人がなっているのですか。  

 

けて いている方 の でも な の方 です。 もここで

も いて、 から来てもらっていたのです。 ん の大きい人ばかりです。  

 

の は れているのですか。 

 

はい。ここは を けてもらっていて、「そこの家は大分大変そうだ」とか、「そこの

お ん、大分 っている」というような が けるようになっています。 
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どの らいの の ですか。その や というのは。 

 

の らいです。この は、安 というのですけれども、この りの安

に ん 1 、 の 、 に 1 がいます。安 には 7 、8

らいの んが、 だったら 18 の んがありますという で

す。 

 

 

す み の方は、 とこの間 んが てこられたことについて れていま

すか。 

 

す み との関係は、最 になって が りなくて き まり、「 をお いしよ

う」とす み お いにいったのが まりです。 んからは「 ても ない。

します」といってもらいました。だから として かをするのではなくて、 が

をお いし るだけの話で しています。 んとか、 んに聞い

て、「あの人はすでに かやっている」とか、「 の を か作っている」とか、そ

ういった に かに り まれている方を して しくてはじ にお話に ったの

です。 の ですから、「 はいいな、あのように で り がって」とか、「 ま

しいわ」といわれたのです。 となくわかっていたらしくて、 でこのようなことをや

っていてというのがわかっていて「自分たちに をかけてもらって しかった」というこ

とがあって、 じように を して たのです。 の から

ています。これが 10 年経った ではないですか、 な経験をして、これ

でやったら とかこの をやっていけるというものができた での です。

そこから しているす み の方が です。 が 10 年やっても、はじ に「お

いします。 けてくだ い」と、 もなく、「それなら けてあ る」という「や

ってあ ている 」の人がまだ っています。そういった方に たら、きちんと って

やらないと ができない らいのところから していますから、 には今

た方の方が、 の方も、 家で、 も っていて、人 もいいといったところから

んできていますので、す み の方が しっかりやってくれているという があり
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ます。  

 

す み は 60 いのですか。 しく た方ばかりという じですか。 

 

そうです 。今す み で 35 らい、 や の の方でも 20

あります。 の方として んでいるのは、 の で は して

いるので、それが の の に ていったらどうかということです。「うちの のお

でやっているのに の の方が してどうするか」という人が出てきたりするのです。

そういったことのないように んに「す み でも か方 てて い」といって

います。  

 

そもそも、す み に たのはこちらからの きかけですよ 。 

 

に き まっていました。人が らなくてどうしようもなかったので、 り いの

す み にお いしたということです。 

 

一方でその 家の というところで を じる 家もいらっしゃるとは

思うのですけれども、「 の でもう回り くしたけれど、これ ないのか」という

ことなのか、「そういったことなら、他 に ざるを ないのか」、あるいは、「 に

I した人で作っていくのか」。どうしていくのか、というのは。 

 

全てを するのが一 いいと思うのです。「まだまだ ききれていない」とか、

に られたけれど、「今ならいいのではないのか」、「もう 1 回 く きだ」と思います。

10 年経てば、50 の人が 60 になっているし、55 で「うちはお んも んも

いているから だ」といっていたところが 年になって がでてきている。そういう

に変わっているのではないのかと思うので 、 んにお いして 、

大をするた に いているのです。 をやっていて もその話が出ていました。

、 としても り こしに を れて こうとしています。というのは、この

にすごい の んが っていて、その 320 が くとか、そうすると が りなく
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なってくるというところもあって、そういう きをしているのです。 らに来年 るの

です。ものすごく が っているので、それに けて今から 1 回 けてもらって来年に

つな ていこうという人を やすた に、 ん、 ん、 も んで

大の きをしています。  

 

飯 の を ける 家も ってきているのです。 で確保したところが ちてき

ているのです。どういうところに れるのかというと、まだ回りきれていない 家もま

だ一方にはいます。 でも らない。どういうことやったらいいのかがわかっていない

家がいるので、もう一 回り直すというのが つと、あとは、 や I

で、 ってきた人 に け になってもらうという、この つです。  

 

から来た I にも、 ですけれども けてもらっています。お いに

った時や に った時に I の方が してもらいやすい。 っとここに ん

でいる方 は「な 、このような にわざわざ りに来るのか」といったところがすご

く っています。だから、とはいっても、「おもてなしをしないといけない」、「せっかく来

てくれるのに」という思いが けられない。いい部分でもあるのですけれど。I

の方 は「なるほど」という から子供 が来る が分かるといいます。 

 

その I の人には の の を たしてもらうた には、 か が です

か。 

 

可 な です 。 をもらおうと思うと、どれだけの がなかったらいけない

とか。  

 

家の方がやりやすかったりしますか。  

 

家の方が であればいいのです。 だと を っていないといけない。1

とりやすいのは 家です。  
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I としてはどちらに れているのですか。 

 

可の に り んでいますが、年に 2、3 回しか けない

んに しては、 も で大変なので、なかなか にくい部分があります。

の は ですけれども、 に り ではなくて、ち っと

ですけれども、あくまでも 験 としています。 可 な は今のところは

しています。もちろん 可をとっていってもらうことが一 ましい。でも、

「 で を けるには、そういった を って けてよろしい」と、

は にありがたい があります。ほとんどの方が を

って、 をしてもらっています。40 らいよく けている方 には、 可をとっ

てもらっています。 

保 の方も、年 変わっていくのです。 より しくなったとか、 はこのようなこ

とをいわなかったのに、というようなことがあります。 

 

 

には もあると思うのですが、そういうところが の子供 を け れた

いといった時にはどうやって しているのですか。 

 

のなかでは 分 という もあるのです。 までいかないのですけれ

ども、 のような じで。 の んに て、 んは家 で経

れることが多いから、 んの家 との のような じで、 ごとに分けたい

ということがあって、 も いたことがあったのです。 にお いに って、 を

て、10 確保して、2 回 ったことあります。 

しかし、あれだけ の面とか「 を けるには」と も作って し

たにもかかわら が かった。 ったことを ら に、 の面も が

あるから に を出してとか、 なことはしないとか、 と一緒ですよ。

とやったのにもかかわら を らない が出てきました。 

 

のお んと変わら やったということです 。  
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の んとの の時間とか、そういう時間も の では な部分ですのでや

って いとか、 を けるた の 分 をやったので、 れてないというか、

ての みだったので 方なかったのかもしれないのです。 の思いが わらなかった。

な 、ここまで ったのに られないといけないのかなと思ったことが 時ありました。

んにも がこれでやっていこうといったのですけれども。1 で 40 人も まっても

らったら大きいですよ。 方来て っていっていくらになりますかということです。

で まってもらったらやっ り大きいのです。それは分かっているのですけれども、も

ともと を りに来るのが で、 に や はどうでもいいというただの

で けてきた人たちだから、 はあまりみられなく、 しようとしない部分が出てき

ました。な 思いが わっていかなかったのか。お にもなるし、 にくるの

ですからと たのですが、 でした。「 には しく、そこまで できない」と、

こうの んの方から れていきました。「この子はこの だから の面を

にしてあ て」というと、40 人も まったらそのようなことは できませんというこ

とが多かった。 

今でも 4 はいけます。4 らいはあるから 150 人で 分 したい。4 でいい

という があったら は けようと思っています。 

 

家 、 し りなかったら にお いして 1、2 れるとか。 

 

そういった んで としてやる も かあります。それも は てい

ます。  

 

他のお んを ないとか、お を出 ないとか、そういうことです 。  

 

はい。もう今でも を んでいるところに をするのです。だから、「お ん

がいたらおかしいでし う」ということで、「 を けるのだったらお ん ら に」、

とお いしています。 
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ほど、 験 の話があって、 よりも の を り んで、

で、その には に まりながら 験もすると。 来なら 験 は

の の方が を られている、 ん自 もそこから れ

ていると思うので。それは 家 の の人にもお が ちる みにはなってい

るのです。で、一方で、その観 験を もあると。 、 でもあり の

でもあることでこれ だとすると、 家だけでの自 というのがいいの

か、 の んな人にもこの に関わってもらって子供 が来てくれているという

を るのがいいのでし うか。そこのあたりどう るのかというのは に大 かな

と思うのです。今のところこの にいうと としてはどっちをどのような じで

ってきたいという思いがあるのですか。 

 

にお を として しいという思いがあります。  

に。もちろん 験の んにお が ちても、 に ちても

んに ちても、 に ちるのは間 いないのです。出来れば にはどっちで

もいいから に して、 にお を として しい。 は 2 するのですけれど

も、 には の方 きますとか、 を歩きに きます、という があ

るのです。そうなるとこの を れて がいなくなってしまい、あまり のない部

分になってしまうのです。出来れば、どっちでもいいから の で、お は に

んの方に ちてもいいし、 験 に ちてもいいし、 に ちていればいいと思い

やっています。 

 

この の方は、 の 家の方ですか。 を れている方であったり

とか。 

 

ば、 ばつ 験という があったとすると、 の の方に、

出てもらって、 で、いわ る のことを てもらいながら、 を っ

たり したりする 験をすると、もちろんお は んに ります。これは

だけ いています。それから一 り 験だったら、 にお いをしてそこから

り りをして いて 40 人だったら、10 人 つ 出ます。 と が出ました。

験を ってもらったら は にお を って、 にお ってもらう。全
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てが、 の人たちに ちるようにしています。その で が全て るか らないかで

はなくて、 に間に ってもらって けてもらっている も多い。その他には、

り 験や り 験は、 が を して が全て も して

を して、 にお を としてお しする もあります。そう

いった は が で を したりして、 もお いし、

も自分で準 すると。というのが多いです。な かというと、 しているおじ んも

いるかもしれないし、 はしないけれど りが だから出てくれるおじ んもあり

ます。 だけやっているというように、 は に関わる方 がそれによ

って てくるということです。  

 

この の や 作りを れている方もかなり年 の方が多いようで

すが、こういう方がなくなっていくのではないかという はないですか。  

 

い の確保は大きな です。 が出来てきて、 り 、

が出来て、一 やるのです。 があって「こういうのを作ったほうがいいの

ではないか」とか「 はこうした方がいいのではないか」といって を いてやるの

です。ただ、 しい人が多く、 しく人を れようとするとどのような人かによって

いするのです。自分 の が出来てしまっていて、 い を確保して てい

こうという ちになってもらわないといけないと思っています。 を

やすた に しい人を れて せてくだ いというのですが、1 回 ったら、あの人

は わないとす いうのです。それは しい部分です。  

 

 

に る時間と出る時間は まっているのですか。 に わせているのですか。 

 

ある 、 の に わせられるように しています。 4 時 でな

かったら けないというのはしていません。  

でも、「あまりにも く ってきたら作 験の時間になります」とか「お しま

す」。3 時 らいだったら、「 面 をして家に ったら 4 時ごろです。それだったら

の の だけでいです」とある しています。  
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そうですか。 は ごはん てす 出るか、 に 験をして出るか。  

 

9 時 らいまでに出るのだったら、 に はかから に の ですといってい

ます。 っくりは にいいのですけれど、 は み が多くて、「 7 時

して 7 時 には出て USJ に きたいのです」とか、「7 時に まろうと思ったら、ここま

で で 30 分かかる。それで 6 時 に出てきます」と。「 飯 時に て 時に きるの

か」という じですが、「それでもいいのです」といいます。それでいいのだったら「子供

にきちんと てきてくだ い」というのですけれども、 んは が いのは

ないのですが、 きてこないとか、 で ったから れ がいっ いあったとか、

そんなことがす きるのです。だから、「そのようなことはや た方がいい」とよくいい

ます。でも、「7 時 」とか、「8 時 」にしてくだ いというのが最 多いのです。 

 

「1 回は に まってもらいます」といったことは にないのですか。  

 

てないです。 来の は 験 観 ですから、 や 験 でなかったらこの

は いてくれないだろうと思うのです。それによって、とれとれ でお を った

り、お も に ったり、2 は いうこともあると思うのです。 とし

ては、「 している を ってもらわないといけません」というのはやっていません。

たまにあるのですよ、そういった も。そのようなことでどこでも まってもらってい

ます。  

 

の が に のないのは かっているからですか。  

 

はじ はいいました。「 をとられる」と。それは の んもいい

ました。「 られる」、「そういうの れたら る」と んいいました。  

でも、 が いますからときちんと て。「 も に まり 観 をするた

に は来ません」と、 にいいました。 するた に、 験するた に を

ってくるわけですから、それによって 2 を にとか、 にとか、とある
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わけですから してくだ いといいました。 んにも ました。だから ん

にも をと思って、「 分 しませんか」と をかけたり、「 も の が

わ る にしませんか」と PR して、 に 方も 20 人 らいを の ちがわか

る に まって ってもらいました。それによって んも をしてもらいました。 

 

に しいところですけれども、飯 は 家 を てから関 する の

がどう たかという をすると、 効果で ているのです。 

 

飯 では 1 は に まるようにしているのです。  

 

 

す み からも としてお を出してもらったらどうですか。  

 

す み は い くで、思いもあって、 に なことをしていますから、い

ば くし、 はしてもらっています。 

 

なものみせればいいのです。 

 

す み で を けてもらった方が 回で、これだけのお が んに ちていま

すと。それを出せば「お 」となるかもしれないです。  

 

はす み も じですか。 

 

じです。 で た なので、 の方は「 とか でしたい。 ち

には他に てくれるな」というのがあって、それが じ だったらまだしも、す

み にまで ているので、「そこまで なくても」という人もいます。それは 方の
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ないことです。 の方から「 方がないからす み に って してもらっている」

というのがあまり わっていないからです。 

の話に ります。 部の みや 、 したいこと、

を て、 んに として わっていくようにしないと、 らなかったこ

とが多かったりすると につながったりします。みんなでやっていこうとしなら、「

らなかった」、「 だけいってくれなかった」ということをなくしていった方がいいと思い

ます。自分の の の し だけではなく、そういった部分ももっと を ろして

みをみんなで した方がいいと思うようになってきました。  

 

 

す み の方も一緒に には していたのですよ 。 

 

け れは 5 から まるのですけれど、4 に と保 の と、年の に

んを て を します。その時にみんな一 に てもう一

や の確 をします。それ に、 と 、お と正 に を

きます。年に 2 回。 で て年に 2 回、 をしたり 点の であったりし

ますが、1 はお いです。うちの方は 1 回ごとに、 で うのでなく、

で年に 2 回 うのです。 に けた部分をお の をした後に、 に けた部

分は正 に を いて最後の とお いをする。10 回も け れると、

大きなお が で ける。多い人で 40 、50 のお になりますから、もらった

ら しいではないですか。 と と みたいで。80 になって、だれも 40 も

くれませんよ。経 を れていますけれども。1 回 れた後に、3 、4 を

もらっても経 で たような になりますが、 年に一 だと経 は れていますか

ら、 に いをあ られるとか、 を直せるとかいってます 。 

 

まと て のように すと、まとまったお で 家の人もち っと しくなるわ

けです 。 

 

年 2 回に せてもらっています。こっちも に大変ですから、 分けをして

をするというのは。それを してもらっています。 んもこれを として、この
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お を てにして しているわけではないですから、「その時にお い してある の

経 がかかっていても、最終 にもら たら しかった」といっています。その時は も

りません。いつもは に 出てきてもらう人でも、 だけは んで来て

くれます。  

 

はないのですか。 

 

これは の で、「 は に をなくす」と思っています。出てもらっ

た分はきちんとつけていますし、出てもらった分は を てきちんとやっています。

1 回 けたら、 や の など んなものが します。そ

れは 間 たら なので、その その で するようにしています。 にい

くら うかは、 をとるようにしています。それは につながっていきますので。 

 

思い いとかは。  

 

それはきちっと も いています。「この に っている」とい ますので、間

いがないようにはしています。 

また、 は かないと っといい けているのです。ち っとしたことでも、

2 回、3 回は来てくれますが、3 回 、4 回 には かの をつけて来ませんから。

ば、 で が りない時に を出してもらうと、 として 1,000 、2,000

でもいいのでお をしています。 やってもらったことに するお はしないと、こ

の は きません。もちろん、そればかりが てでもだ ですので、 てになるよ

うな にはしていません。 にお らいの です。きちんと けるという

があり、「だったら、またやってみよう」と、 れていかないような もしています。  

 

 

最 にいわれていた 回は、 んはしない だけど、 があれば回るの

ですか。基 は 自に しているのですか。  
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基 には「 かない方がいいのです」というのは、 に た です。 部に

してもらって、「 かあった時に は いて い」といっています。 回で ん い

ていて、 もいなかったら大変でし う。それでも最 は、「 きたい」、「 たい」、「うち

の は かないといけないので」とかいっています。 

 

それは の で回るのですか。 

 

い には 10 人 りの と があります。これは経 がかかりま

すが、10 人 りの方は、 から 方 で って いたものです。 はないが をした

い人のた に ったものです。 は で って いたのですが、 はこち

らでお いしますとなっています。 や、 の はうちがやっています。

は の が っていた を にするというのでもらってきま

した。もう 30 km っていますが くので、 んの や、ち っとし

た 験でこちらが しながら っています。 はかかりますが、それ の効果が

あります。ちなみにお の話になりますが、 を っていないけれど がしたくて、

面 のあと家まで るのに った時は、 んからお を いています。1 人いくらで

しますというようにしないと他から が出まので、 として かせてもらって

います。  

それでも をやりたい人が多いのです。80 いおばあ んが 1 人 らしで をや

っています。 であるうちは、こちらがみてきちんとやっていないと じるまでは、が

んばってできると思いますから。「 は い」とよくいわれます。「 年 だけ

では きていけない。でも をしたら、 して 5 とか 6 がもら るから

これほど いものはない」と。「だから る」と。しかし、「 分としんどそうだった

ので、子供を けてもきちんとできていない」と じた時は、おばあ ん「そろそろ し

いのではないですか」というのが一 な です。でも、全 のことを ると、その

1 のた に 全 が れてしまうことがあるのです。 

 

からしたら自分のおばあちゃんを する で してもらったらいいのでは

ないですか。 
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今の子供たちにとってみるといい経験かもしれません。一緒にご飯を作ったり、子供の

安全を一緒にみて回る部分で、「歩くのが辛そうだ」、「安全確保ができない」というのが基

準だと思うのです。福祉の観点からいったら、「おじいちゃん、おばあちゃんに優しくしな

いといけない」と思うのは正直なところです。年寄りになればなるほど、可愛らしいおじ

いちゃん、おばあちゃんになった方がいいですよ。子供たちは、「かわいい、かわいい」と

いって、ついて回って最後は泣いていますから。 

 

他人のおじいちゃんやおばあちゃんだからかわいいというのですけれども、自分のおじ

いちゃんとおばあちゃんだったらわからない。他人との関係がいいのだろう。 

 

子供たちにとっても珍しいと思います。おじいちゃん、おばあちゃんは遠くにいて、核

家族が多いから。そういう面でもいい効果が出ているのかもしれません。  

 

貴重なお話を聞いていたらいくらでも聞きたいところですが、時間も来ました。終わり

にしたいと思います。大変ありがとうございました。  

 

- 37 -





 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 39 -





［資料 1］

- 41 -

1

2



 
 

小中高大学生・一般

情報提供
民泊（農山漁村生活体験）
ほんまもん体験（ 種類）

連絡調整

- 42 -

3

4



民泊

民泊  

- 43 -

5

6



体験  

- 44 -

7

8



民 泊    

体験  

- 45 -

9

10



 

民泊  ↓

- 46 -

11

12



 

民泊家業体験 

- 47 -

13

14



- 48 -

15

16



 

業

民泊

 
 

体験

 
  

 

0 3 1 0 12 1 1 1 1 222 2 9 2 2 2 310 2 381 3 088 3 111 89 11 30 080

泊 0 0 0 0 3 1 103 2 18 1 3 3 2 382 2 319 2 3 8 2 3 9 2 903

0 3 1 0 1 0 2 2 9 9 2 3 3 19 3 9 8 2 81 3 9 8 8 99 90

0 3 01 03 113 10 9 1 29 33 2 9 2 31 2 8 28 1 3 3 1 3 083 8 133 3 000 381 08

民泊 体 0 0 0 0 19 1 10 18 22 21 2 30 3 202

- 49 -

17

18



海かがやき山ひびく清流日置川の里 

 

 

- 50 -

19



［資料 2］

- 51 -



- 52 -



- 53 -



- 54 -



- 55 -



- 56 -



- 57 -



- 58 -



- 59 -



- 60 -



- 61 -



- 62 -



- 63 -



- 64 -



- 65 -



- 66 -



- 67 -



- 68 -



- 69 -



- 70 -



［資料 3］

- 71 -



- 72 -



［資料４］

- 73 -



［資料５］

- 74 -



［資料６］

- 75 -



［資料７］

- 76 -



- 77 -



［資料８］

- 78 -



［資料９］

- 79 -



- 80 -



［資料10］

- 81 -



- 82 -



［資料11］

- 83 -



- 84 -



- 85 -



- 86 -



資料
番号

課　　題　　名 報告者（著者） 発表年次

和歌山県への移住者の実態と受入協議会の課題
辻和良
植田淳子
藤田武弘

地域経営のための合意形成と組織づくり 玉井常貴

イノベーションが起こる地域社会創造を目指して
－求められる共創の場づくり－

牧野光朗

田辺市龍神村におけるUIターン者・女性活動の現状と課題
小川さだ
竹内雅一

神戸大学と篠山市の地域連携活動の展開と課題

橋田薫
竹内聖司
垣内由起子
北山透

多角化の視点から考える６次産業化 櫻井清一

和歌山県農業展開史

橋本卓爾
大西敏夫
辻和良
湯崎真梨子
杦本敏男

園芸産地の振興と人材育成
板橋衛
辻和良

農業体験農園の可能性を考える
藤井至
池田信義

日高川町ゆめ倶楽部21の体験型観光・移住支援等の取り組
みと課題

直川裕子ほか

交流・体験型農産物直売所の現状と課題
－全国JAアンケートおよび現地調査結果をもとに－

辻和良
岸上光克
藤田武弘

一般社団法人南紀州交流公社の都市農村交流の取り組みと
課題

佐本真志

「食農総合研究所研究成果」一覧

- 87 -





 

食農総合研究所研究成果第 12 号

2020 年 2 月発行

著作者 佐本真志 

編集 食農総合研究所 都市農村共生研究部門 

発行所 和歌山大学食農総合研究所 

〒640-8510 和歌山県和歌山市栄谷930 

TEL．(073)457-7126 

印刷所 中和印刷紙器株式会社

〒640-8225 和歌山市久保町 4-53

TEL．(073)431-4411






